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参
加
し
て
く
だ
さ
い

。

　
　
　

《
お
願
い
！

》

編　  集 溝部幸祐

牧　達夫

お

お

と

も

大

友

氏

顕

彰

会

だ

よ

り

第　５６　号

定
例
学
習
会
（
案
内
）

　

《
初
め
て

「
大
友
氏
館
跡

」
に
て
開
催

》

　
　
令
和
３
年
１
０
月
３
０
日
～

３
１
日

（
１
月
は
正
月
の
た
め
休
み

）

開
催
日
時

（
予
定

）

参
加
費
　
３
０
０
円

（
資
料
代
と
し
て

）

理事長
※
事
前
の
連
絡
等
は
不
要
で
す
の
で

、
ご
自
由
に

【 大 友 氏 館 跡 に 出 演 ス テ ー ジ と 観 客 席 を 設 置 】

第
８
回
宗
麟
公
ま
つ
り
（
報
告
）

４
月
２
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

住
所
　
大
分
市
顕
徳
町
３

‐
２

‐
４
５

会
場
　
南
蛮
豊
後
交
流
館
・
研
修
室

令
和
四
年
度
「
会
費
」
の
納
入

　
本
年
度

（
令
和
三
年
度

）
も

、
収
支
状
況
が
厳

ま
で
に
来
年
度

「
令
和
四
年
度

（
四
年
四
月
一
日

し
い
状
況
で
す
の
で

、
で
き
る
方
は
三
月
三
一
日

　
な
お

、
法
人
会
員
の
方
に
は
来
年
度
会
費
の
請

れ
ば
助
か
り
ま
す

。

～

五
年
三
月
三
一
日

」
会
費
を
納
入
し
て
く
だ
さ

３
月
５
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

２
月
５
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

求
書

（
本
年
度
と
同
額

）
を
同
封
し
ま
す
の
で

、

半
分
の
発
掘
調
査
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら

、
大
友

開
催
し
て
い
た
が

、
今
回
は
大
友
氏
館
跡
の
東
側

「
宗
麟
公
ま
つ
り

」
は
前
回
ま
で
大
分
駅
前
に
て

３
０
分
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す

。

を

、
原
則
と
し
て
毎
月
・
第
一
土
曜
・
午
後
１
時

　
会
員
学
習
発
表
の
場
と
し
て

「
定
例
学
習
会

」
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[

脚
本

]

　
牧
　
達
夫

（
大
友
氏
顕
彰
会
理
事
長

『
黎
明

れ
い
め
い

』
が
演
じ
ら
れ
た
の
で
報
告
す
る

。

「
義
鎮

よ
し
し
げ

か
ら
宗
麟
へ

、
大
友
義
鎮
・
出
家
得
度

と
く
ど

劇

２
時

（
１
５
分
間

）
、
大
友
氏
顕
彰
会
員
に
よ
る

[

登
場
人
物

]

　
　
　
　
　
永
禄
６
年

（
１
５
６
３

）
と
す
る

。

[

サ
ブ
タ
イ
ト
ル

]

　
義
鎮

、

「
宗
麟

」
と
号
す

★
怡
雲
宗
悦

い
う
ん
　
そ
う
え
つ

（
京
都
大
徳
寺
１
０
５
代
住
職

）
役

[

場
所

]

　
臼
杵
荘
諏
訪
紫
野
・
樹
林
寺

じ
ゅ
り
ん
じ

本
堂

令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日

　
１
０
月
３
０
日

（
土
曜

）
1
1
時
４
５
分
～

１

　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
ー

ジ
出
演

（
報
告

）

[

語
り

]

　
林
 

壯
一
朗

（
大
友
氏
顕
彰
会

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

本
年
６
月
５
日
に
復
元
オ
ー

プ
ン
し
た

。
さ
ら
に

【 大 友 氏 館 跡 の 西 側 半 分 を 発 掘 調 査 中 】

大
感
激
！
　
そ
の
南
側
に
は
素
晴
ら
し
い
庭
園
が

氏
館
の
中
心
建
物
が
あ

っ
た
場
所
で
開
催
で
き
て

　
　

【
大
友
氏
館
跡
の
復
元
さ
れ
た
庭
園

】

書
か
れ
て
い
ま
す
が

、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細

[

時
代
背
景

]

　
年
代
は
諸
説
あ
る
が

、
今
回
は

★
大
友
義
鎮

（
大
友
氏
２
１
代
当
主

）
役

　
松
川
日
導

（
樹
林
寺
住
職

）

　
松
川
隆
乗

（
樹
林
寺
副
住
職

）

れ
ま
で
古
今
東
西

、
義
鎮
公
出
家
得
度
に
つ
い
て

林
　
宗
麟
公
ま
つ
り
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん

、
こ

[

タ
イ
ト
ル

]

　

『
黎
明

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
杵
支
部
長

）

　

「
第
８
回
宗
麟
公
ま
つ
り

」

大
友
氏
館
跡
の
西
側
半
分
が
発
掘
調
査
中
と
な

っ

大
友
氏
館
の
復
元
を
期
待
し
て
い
る

。
ま
た
現
在

て
い
る

。
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九
州
い
や
日
本
の
夜
明
け

『
黎
明

』
で
あ
る
と
し

「
大
友
義
鎮

、
出
家
得
度
し
宗
麟
と
号
す

」
を

、

こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
を
も
と
に

、
本
日
上
演
の

敢
に
実
行
し
た

。

　
１
５
５
１
年

、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
と

り
３
０
ば
か
り
年
上

、
そ
の
元
気

、
ど
こ
か
ら
来

お
世
話
に
な
り
申
し
た

。
宗
悦
殿
は
確
か
わ
し
よ

　
こ
う
し
て
順
調
な
領
国
経
営
を
進
め

、
貿
易
で

を
形
成
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る

。

義
鎮
　

『
い
や
い
や
宗
悦
殿

、
大
徳
寺
で
は
大
変

様
子

、
何
よ
り
で
ご
ざ
い
ま
す

』

能
直

よ
し
な
お

公
以
来

、
禅
宗
に
深
く
関
係
し
て
い
る

。

１
０
年
ぶ
り
で
す
が

、
ま
す
ま
す
お
健
や
か
な
ご

と
く
と
ご
覧
あ
れ
！

　
さ
て

、
い
よ
い
よ
出
家
得
度

し
ゅ
っ
け
　
と
く
ど

の
幕
が
開
き
ま
す

。

は

「
硫
黄

い
お
う

」
を
主
要
輸
出
品
と
し
て
大
き
な
利
益

　
１
５
６
３
年

、
九
州
一
の
大
大
名
と
な

っ
た
義

の
大
大
名
と
な
り
大
友
氏
の
最
盛
期
と
な

っ
た

。

国
の
太
守
と
九
州
探
題
職
に
任
ぜ
ら
れ

、
九
州
一

後
・
豊
前
・
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後

」
六
ｹ

　
　

【
語
り
担
当
：
林
 

壯
一
朗
さ
ん

】

隆
乗
が

、
語
り
を
林
壯
一
朗
が
致
し
ま
す

。
場
所

　
怡
雲
宗
悦
を
松
川
日
導
が

、
大
友
義
鎮
を
松
川

て
脚
本
を
書
き
上
げ
ま
し
た

。

謀
叛
か
ら
の
避
難
説
よ
り

、
む
し
ろ
積
極
的
な
外

　
こ
れ
は

、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
家
臣
ら
の

城
を
築
い
た

。

　
短
い
舞
台
劇
で
す
が
最
後
ま
で
ご
覧
下
さ
い

。

は
臼
杵
荘
諏
訪
紫
野

「
樹
林
寺
本
堂

」
で
す

。

　
義
鎮
は
瑞
峯
院
を
創
建
し
た
お
り
秘
か
に
大
徳

　
こ
の
頃

、
義
鎮
は
臼
杵
湾
に
浮
か
ぶ
丹
生
島

に
　
う
　
じ
ま

に

府
内
の
町
と
同
様
に

「
国
際
貿
易
・
文
化
都
市

」

交
・
貿
易
政
策
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

《
プ
ロ
ロ
ー

グ
：
当
時
の
時
代
背
景

》

き
る

。

　
時
は
戦
国

、
１
５
５
０
年
大
友
義
鎮
は

「
二
階

寺
を
訪
ね

、
一
流
絵
師
や
怡
雲
宗
悦
禅
師
ら
と
交

と
し
て
博
多
・
堺
と
と
も
に
栄
え
た
の
で
あ
る

。
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に
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

頼
！

わ
れ
た
土
佐
光
茂

み
つ
も
ち

、
狩
野
元
信

も
と
の
ぶ

・
松
栄

　
し
ょ
う
え
い

父
子
に
依

瑞
峯
院

ず
い
ほ
う
い
ん

を
創
建

。
客
間
の
襖
絵
を
当
時
一
流
と
言

　
そ
こ
で

、
大
友
氏
顕
彰
会
理
事
長
・
牧
達
夫
が

ん

。

　
１
５
５
２
年

、
義
鎮
は
京
都
大
徳
寺
に
塔
頭

　
　
た
っ
ち
ゅ
う・

を
上
げ

、
鉄
砲
の
国
産
化
を
は
か
り

、
時
の
将
軍

流
を
深
め
た
と
思
わ
れ
る

。

　
そ
の
後

、
義
鎮
は
臼
杵
に
政
治
拠
点
を
移
し

、

足
利
義
輝

よ
し
て
る

に
南
蛮
銃
な
ど
を
献
上
し
た

。

　
１
５
５
９
年

、
義
鎮
は
３
０
歳
の
若
さ
で

「
豊

政
局
安
定
の
た
め
矢
継
ぎ
早
に
種
々
の
政
策
を
果

の
会
見
後

、
南
蛮
貿
易
・
交
流
を
積
極
的
に
推
し

崩
れ
の
変

」
後

、
２
１
代
と
し
て
家
督
を
継
ぎ

、

進
め

、
豊
後
府
内
は

「
国
際
貿
易
・
文
化
都
市

」

本
格
的
に
修
行
し
よ
う
と
し
た

。
大
友
氏
は
初
代

ぶ
り
で
ご
ざ
い
ま
す

。
京
で
お
会
い
し
て
以
来

、

宗
悦
　

『
こ
れ
は
之
は

、
お
屋
形
さ
ま

、
お
久
し

《
出
家
得
度

》

僧

「
怡
雲
宗
悦

い
う
ん
　
そ
う
え
つ

禅
師

」
を
招
い
て
開
山
し

、
禅
を

諏
訪
の
地
に
樹
林
寺

じ
ゅ
り
ん
じ

を
創
建
し

、
京
都
大
徳
寺
の

鎮
は

、
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
丹
生
島
城
の
北
湾
岸
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さ
れ

、
誠
に
祝
着
至
極
に
存
じ
ま
す

。
今
や
九
州

思

っ
て
い
る

。
わ
し
は
多
く
の
有
能
な
家
臣

、
勤

人
が
世
に
現
れ
て
王
と
し
て
の
道
を
行
な
う
時
に

の
中
心

、
長お

さ

を
表
す
も
の
で
あ
り

、

「
麟

」
は
聖

て
お
る

』

臼
杵
湾
を
豊
後
の
二
大
貿
易
港
に
し
た
い
と
思
う

の
じ
ゃ
あ

。
つ
ま
り

、
府
内
の
沖
ノ
浜
と

、
こ
こ

の
で
外
交
・
貿
易
政
策
の
一
環
と
し
て
の
拠
点
な

一
の
大
名

、
こ
の
日
の
本
に
お
い
て
も
最
上
階
の

《
得
度
式
終
了

》

し

、
人
生
を
豊
か
に
し
た
い
と
願
う
て
い
る

。
そ

い
る

。
わ
し
は
こ
こ
で
気
分
一
新
し
て
禅
を
修
行

お
つ
き
あ
い
を
し
て
い
る
文
化
人
に
も
恵
ま
れ
て

勉
な
民

、
元
気
な
商
人
に
恵
ま
れ
て
い
る

。
ま
た

、

衆
が
ひ
し
め
き
あ

っ
て
お
り

、
守
り
は
盤
石
な
の

に
は
九
州
六
ｹ
国
の
太
守
と
九
州
探
題
に
ご
就
任

宗
悦
　

『
ハ
ハ
ハ
ア

、
お
屋
形
さ
ま
こ
そ
４
年
前

る
の
か
の
う
！
　
や
は
り
禅
な
の
か
の
う

』

【 怡 雲 宗 悦 （ 左 ） と 大 友 義 鎮 （ 右 ） 】

は
我
が
名
よ
り
一
字
を
授
け
る
が

、
広
く
は
も
の

授
け
た

「
宗
麟

そ
う
り
ん

」
と
号
さ
れ
よ

。
宗
麟
の

「
宗

」

は
無
事
終
わ
り
ま
し
た

。
こ
れ
よ
り

、
得
度
式
で

宗
悦
　

『
お
屋
形
さ
ま

、
こ
れ
を
も

っ
て
得
度
式

い
う
利
点
が
あ
る
が

、
こ
こ
海
部

あ
ま
べ

は
幾
多
の
水
軍

義
鎮
　

『
海
城
は
も
ち
ろ
ん
敵
が
攻
め
に
く
い
と

存
じ
ま
す

』

さ
ま
で
す
ね

。
こ
れ
だ
と
敵
軍
も
攻
め
づ
ら
い
と

令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日

こ
で
そ
な
た
に
お
願
い
し
て
臼
杵
に
来
て
い
た
だ

大
大
名
と
い
う
位
に
お
昇
り
な
さ
れ
ま
し
た

』

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

、
わ
し
は
い
つ
も

豊
予
海
峡
に
近
く

、
南
蛮
船
な
ど
も
こ
こ
を
通
る

丹
生
島
城
は
如
何
か
な

』

い
た
の
じ
ゃ
あ

。
と
こ
ろ
で

、
こ
こ
か
ら
眺
め
る

《
得
度
式
開
始

》

じ
ゃ
あ

。
そ
れ
よ
り
こ
こ
丹
生
島
城
は
豊
後
水
道
・

ま
れ
た
島
に
城
を
築
く
と
は

、
さ
す
が
に
お
屋
形

宗
悦
　

『
見
事
な
海
城
で
す
ね

。
四
方
を
海
に
囲

　
読
経
の
声

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

義
鎮
　

『
い
や
い
や
戦
国
の
世
の
大
名

、
い
つ
ま
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り
ま
す

』

屋
形
さ
ま
の
意
を
呈
し
て
大
友
一
党

、
歩
ん
で
参

家
臣
団
　

『
お
屋
形
さ
ま

、
分
か
り
申
し
た

。
お

よ
ろ
し
く
！

』

が
ら
国
づ
く
り
を
し
て
ま
い
る

。
皆
の
も
の
ー

、

　
１
５
７
３
年
の
は
じ
め

、
宗
麟
は
家
督
を
嫡
男

　
そ
の
後

、
島
津
軍
は
九
州
一
円
を
席
巻

せ
っ
け
ん

せ
ん
と

　
１
５
８
６
年
4
月

、
宗
麟
は
意
を
決
し
て
大
坂

　
１
５
７
９
年

、
来
日
し
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
巡

よ
う
に
な

っ
た

。

き
あ
り
が
と
う
存
じ
ま
す

。

執
り
行
い

「
宗
麟

」
と
い
う
号
を
授
け
て
い
た
だ

宗
麟
　

『
宗
悦
殿

、
出
家
得
度
の
儀
式
を
恙

　
つ
つ
が

な
く

　
皆
の
者

、
只
今
授
け
て
も
ろ
う
た

「
宗
麟

」
の

と
し
て
の
貫
禄
を
示
し
た
の
で
あ
る

。

毛
利
軍
を
九
州
か
ら
撤
退
さ
せ

、
九
州
一
の
大
名

　
１
５
６
９
年

、
宗
麟
は
一
世
一
代
の
計
略
で

、

国
の
毛
利
軍
と
の
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た

。

に
励
ん
だ
が

、
世
は
戦
国

、
豊
前
・
筑
前
で
は
中

請

、
秀
吉
は
快
諾
し
た
の
で
あ
る

。

人
の
人
格
の
中
で
同
居
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

。

興
味
を
示
し
た
宗
麟
の
底
知
れ
ぬ
包
容
力
は

、
一

　
禅
宗
と
キ
リ
ス
ト
教

、
同
時
に
二
つ
の
宗
教
に

城
に
秀
吉
を
訪
ね

、
島
津
軍
の
侵
攻
に
救
援
を
要

侵
入
し
て
き
た

。

察
師
と
会
見

。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
は
日
本
国
内
を

教
区
と
し

、
臼
杵
に
ノ
ビ
シ
ャ
ド

（
宣
教
師
養
成

　
そ
し
て
同
年
秋

、
宗
麟
は

「
戦
い
の
無
い
理
想

け
た
の
で
あ
る

。

し
て
の
道
を
歩
ん
で
行
く

。

　
我
が
家
臣
は
も
と
よ
り
領
民
の
安
寧
を
念
じ
な

国

」
を
日
向
に
求
め

、
島
津
軍
と
戦

っ
た
が
敗
れ

、

一
介
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
な

っ
た
宗
麟
は
津
久
見
に

そ
の
夢
は
無
残
に
も
粉
砕
さ
れ
た
か
に
見
え
た
が

、

「
都み

や
こ

（
京

）
・
豊
後
・
下し

も

（
西
九
州

）
」
の
三
大

宗
麟
は
そ
の
後

、
樹
林
寺
で
宗
悦
に
つ
い
て
修
禅

　
こ
う
し
て
出
家
得
度
の
式
は
無
事
終
了
し
た

。

《
エ
ピ
ロ
ー

グ
：
そ
の
後
の
歴
史
の
動
き

》

義
統

よ
し
む
ね

に
譲
り

、
今
度
は
キ
リ
ス
ト
教
に
傾
斜
す
る

秀
吉
か
ら
の
停
戦
命
令
を
は
ね
つ
け
大
友
領
国
に

談
し
て

、
伊
東
マ
ン
シ

ョ
ら
少
年
遣
欧
使
節
団
を

住
み

、
そ
の
地
を
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
と
し

「
理
想

配
と
南
蛮
と
の
交
易
に
お
使
い
な
さ
れ
よ

』

字
を
も

っ
て

、
こ
れ
か
ら
九
州
に
お
け
る
領
国
支

離
婚
し

、
丹
生
島
城
を
出
て
新
夫
人
と
洗
礼
を
受

現
れ
い
ず
る
尊
き
生
き
物
で
あ
り
ま
す

。
こ
の
二

令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

ロ
ー

マ
に
派
遣
し
た

。

　
１
５
８
２
年

、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
は
宗
麟
と
相

学
校

）
の
開
校
を
決
め
た

。

の
た
め
の
修
練
院

）
、
府
内
に
コ
レ
ジ
オ

（
大
神

　
１
５
７
８
年

、
永
年
連
れ
添

っ
た
奈

　
　
な
　
た多

夫
人
と

の
国

」
に
仕
立
て
た
の
で
あ
る

。

ち
ろ
ん
の
事

、
南
蛮
交
易
に
お
い
て
も

「
王

」
と

名
で
も

っ
て

、
こ
れ
か
ら
大
友
が
領
す
る
地
は
も
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こ
の
繋
が
り
を
大
き
く
発
展
さ
せ
て

、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

続
い
た

。

が
住
職
と
な
り

、
１
６
２
０
年
に
亡
く
な
る
ま
で

　
そ
の
後

、
樹
林
寺
は
宗
悦
の
弟
子
・
天
叔
宗
眼

　
て
ん
し
ゅ
く
そ
う
げ
ん

方
々
や
大
友
氏
顕
彰
会
の
会
員
に
よ
り
本
堂
周
り

【 樹 林 寺 ・ 大 蘇 鉄 】

【 オ ー プ ニ ン グ 歌 唱 ： 北 島 俊 一 （ 右 ） 】

【 司 会 者 ： 木 下 和 子 （ 左 ） 】

《
１
日
目
：
１
０
月
３
０
日

（
土
曜

）
》

宗
悦
も
死
去

。
８
９
歳
で
あ

っ
た

。

　
第
８
回
宗
麟
公
ま
つ
り
 
（

写
真
報
告
）

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日

延
宝
年
間
に
廃
寺
と
な

っ
た

。
稲
葉
藩
に
な
る
と

　
丹
生
島
城
で
は
宗
麟
が
大
砲

（
国
崩

く
に
く
ず

し

）
で
島

満
ち
た
生
涯
を
閉
じ
た

。
行
年
５
８
歳

。

　
１
５
８
７
年
5
月

、
宗
麟
は
津
久
見
で
波
乱
に

　
１
５
８
７
年
９
月

、
世
間
に
よ
く
知
ら
れ
て
い

で
あ
る

。

津
軍
に
応
戦
し

、
落
城
を
免
れ
面
目
を
保

っ
た
の

る
法
体
姿
の
宗
麟
公
画
像
は

、
死
後
直
後
に
菩
提

気
亭

」
が
建
て
ら
れ
た

。

「
御
船
蔵

」
と
な
り

、
現
在
の
建
物
・
別
荘

「
養

　
ま
た

、
こ
の
２
～

３
年

、
地
元
臼
杵
の
有
志
の

寺
住
職
・
松
川
日
導
師
が
兼
務
し
て
い
る

。

じ ご
縁
に
よ
り

、
正
式
に
宗
教
法
人

「
大
縁
山
樹
林

る

。

を
弔
う
た
め
に
宗
悦
が
描
い
た
と
記
し
た
賛
が
あ

に
大
蘇
鉄
を
植
え

、
駐
車
場
・
山
門
・
灯
籠
な
ど

　
樹
林
寺
は

、
１
６
７
３
年
か
ら
１
６
８
０
年
の

　
１
５
８
９
年

、
宗
麟
に
遅
れ
る
こ
と
２
年
で

、

寺

」
と
し
て
再
興
し
た
の
で
あ
る

。
住
職
は
妙
顕

　
み
ょ
う
け
ん
　

法
要
を
執
り
行
い

、
在
り
し
日
の
お
屋
形
さ
ま
を

が
整
備
さ
れ

、
宗
麟
公
所
縁
の
寺
と
し
て

、
毎
年

偲
び
つ
つ
懇
話
会
な
ど
が
開
か
れ
て
い
る

。

か

。

大
河
ド
ラ
マ
を
実
現
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
２
０
１
８
年
１
１
月
１
８
日

、
多
く
の
方
々
の
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【 ト ー ク シ ョ ー ： 牧 達 夫 実 行 委 員 長 （ 左 ） 赤 神 諒 作 家 （ 右 ） 】

【 小 潮 太 鼓 （ 南 大 分 ） 】

【 あ い さ つ ： 牧 達 夫 実 行 委 員 長 （ 左 ） 佐 藤 樹 一 郎 大 分 市 長 （ 右 ） 】

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日
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【 お お い た っ 子 神 楽 「 百 合 若 大 臣 」 ： 小 池 原 子 ど も 神 楽 】

【 小 天 真 道 流 剣 舞 道 に よ る 剣 舞 】

　
　
　

【
津
久
見
扇
子
踊
り

】

　
　

【
出
前
歌
説
法
：
南
え
し
ょ
う

】

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日



　第 ５６ 号 － ９／２１ 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

【 鶴 崎 踊 り ： 鶴 崎 小 学 校 の 踊 り （ 上 ） 大 人 の 踊 り （ 下 ） 】

《
２
日
目
：
１
０
月
３
１
日

（
日
曜

）
》

【 相 撲 甚 句 （ 相 撲 甚 句 会 ） 】



　第 ５６ 号 － １０／２１ Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日

【 大 友 宗 麟 ・ 南 蛮 武 者 行 列 「 出 陣 式 」 】

【 チ キ リ ン 太 鼓 （ 若 宮 八 幡 社 ・ 若 翔 会 ） 】

【 マ リ オ ネ ッ ト 「 マ ン ド リ ン と ポ ル ト ガ ル ギ タ ー の 演 奏 」 】
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【
七
色
こ
ん
ぺ
い
と
う
　

（
ダ
ン
ス

）
】

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日

【 お お い た っ 子 神 楽 「 百 合 若 大 臣 」 ： 馬 場 子 ど も 神 楽 】

【 大 友 宗 麟 ・ 南 蛮 武 者 行 列 「 着 陣 式 」 閉 会 あ い さ つ ： 牧 達 夫 実 行 委 員 長 】

　
　
　

【
鷹
匠
　

（
石
橋
美
里

）
】
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大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
報
告
）

に
制
限
す
る
な
ど
難
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
た
結
果

、

密
に
な
ら
な
い
よ
う
定
員
４
０
０
人
を
２
０
０
人

と
し
て
マ
ス
ク
着
用
・
検
温
・
除
菌
を
実
施
し

、

　
今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

ｎ
大
分

」
を
開
催
し
た

。

１
１
回
目
と
な
る

「
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ

市
歌
③
大
友
宗
麟

」
３
曲
を
熱
唱
し
た

。

北
島
俊
一

）
さ
ん
が

「
①
大
分
県
行
進
曲
②
大
分

　
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
冒
頭
に

、
原
川
二
郎

（
本
名
・

◎
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
歌
唱

１
０
０
人
の
市
民
の
出
席
を
い
た
だ
い
た

。

キ
ハ
会
館

」
５
Ｆ
ロ
ー

ズ
の
間

（
２
０
０
人
参
加

）

２
５
人
参
加

）
⑭
令
和
２
年
１
０
月
２
４
日
・
ト

０
月
６
日
・
ト
キ
ハ
会
館
５
Ｆ
ロ
ー

ズ
の
間

（
２

ト
レ
ア
の
間

（
３
０
０
人
参
加

）
⑬
令
和
元
年
１

〇
大
友
宗
麟
を
中
心
と
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

に
わ
た

っ
て
統
治
し
た
大
友
氏
を
顕
彰
す
る
こ
と

　
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
目
的
は

「
〇
豊
後
を
四
〇
〇
年

民
会
館
・
パ
ト
リ
ア
日
田
で
開
催
す
る
予
定

。

ト
キ
ハ
会
館
５
Ｆ
ロ
ー

ズ
の
間
で

、
大
分
市
内
で

　
令
和
３
年
１
１
月
７
日

（
日
曜

）
十
三
時
よ
り

、

　
　
　
　
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
大
分

》
（
報
告

）

　

《
大
友
氏
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
推
進

向
け
て
の
結
集
の
場
と
し
て
開
催

。

き
る
の
で

、
大
友
氏
の
顕
彰
・
大
河
ド
ラ
マ
化
に

に
よ

っ
て
観
光
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で

化
を
目
指
す
こ
と

」
で

、
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と

日
田
市
で
は
⑰
令
和
４
年
３
月
２
１
日

、
日
田
市

５
Ｆ
ロ
ー

ズ
の
間

（
１
０
０
人
参
加

）
で
開
催

。

で
は
⑯
令
和
３
年
１
１
月
７
日
・
ト
キ
ハ
会
館
・

市
と
日
田
市
で
２
回
開
催
す
る
予
定
で

、
大
分
市

　
本
年
度

「
令
和
３
年

（
２
０
２
１

）
」
は
大
分

桜
ホ
ー

ル

（
２
２
０
人
参
加

）
で
開
催
し
て
い
る

。

⑮
令
和
３
年
３
月
１
３
日
・
佐
伯
市
さ
い
き
城
山

４
年
１
１
月
２
４
日
・
大
分
商
工
会
議
所
ビ
ル
６

化
会
館
小
ホ
ー

ル

（
１
０
０
人
参
加

）
➁
平
成
２

開
催

「
①
平
成
２
３
年
９
月
１
８
日
・
大
分
市
文

　
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
昨
年
ま
で
１
５
回

平
成
２
７
年
１
１
月
１
４
日
・
竹
田
市
総
合
社
会

ー

ル
大
分
３
階
大
会
議
室

（
４
３
０
人
参
加

）
⑦

加

）
⑥
平
成
２
７
年
１
０
月
２
４
日
・
ホ
ル
ト
ホ

９
日
・
臼
杵
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル

（
２
５
０
人
参

ー

ル

（
２
５
０
人
参
加

）
⑤
平
成
２
６
年
１
１
月

０
月
２
５
日
・
大
分
銀
行
赤
レ
ン
ガ
館
２
階
大
ホ

化
ホ
ー

ル

（
４
０
０
人
参
加

）
④
平
成
２
６
年
１

１
２
月
１
日
・
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
１
階
文

階
大
ホ
ー

ル

（
２
７
０
人
参
加

）
③
平
成
２
５
年

平
成
３
１
年
１
月
２
６
日
・
ト
キ
ハ
会
館
５
Ｆ
カ

珠
町
わ
ら
べ
の
館
大
座
敷

（
１
５
０
人
参
加

）
⑫

０
人
参
加

）
⑪
平
成
２
９
年
１
１
月
１
８
日
・
玖

市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
３
階
多
目
的
ホ
ー

ル

（
２
０

人
参
加

）
⑩
平
成
２
９
年
１
０
月
２
２
日
・
大
分

月
１
９
日
・
豊
後
高
田
市
中
央
公
民
館

（
２
５
０

会
議
室

（
３
０
０
人
参
加

）
⑨
平
成
２
８
年
１
１

年
１
０
月
１
６
日
・
ホ
ル
ト
ホ
ー

ル
大
分
３
階
大

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日

福
祉
セ
ン
タ
ー

（
２
０
０
人
参
加

）
⑧
平
成
２
８
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【 挨 拶 す る 牧 達 夫 理 事 長 】

◎
来
賓
あ
い
さ
つ

一
緒
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
大
河
ド
ラ
マ
化
を
要
請
し
ま
し

　
ま
た

、
一
昨
年

（
令
和
元
年

）
に
牧
理
事
長
と

進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す

。

と
で

、
い
ろ
ん
な
見
方
で
本
当
に
地
道
に
着
々
と

　
今
回
は
１
０
周
年
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
い
う
こ

〇
麻
生
栄
作
　
大
分
県
議
会
議
長

違

っ
た
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

し
て

、
全
県
議
の
前
で
戦
国
時
代
の
こ
れ
ま
で
と

　
先
日
は
鹿
毛
先
生
よ
り
宗
麟
の
新
し
い
見
方
と

す

。

内
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
要
請
活
動
を
行
う
と
い
う
こ
と
で

佐
藤
大
分
市
長
も
一
緒
に
本
年
度

（
令
和
３
年
度

）

た

。
先
日

、
ま
た
牧
会
長
が
広
瀬
県
知
事
と
会
い

、

　
皆
さ
ん

、
今
日
半
日
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

。

あ
る
…
…

」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す

。

に
負
け
た
が

、
大
友
に
も
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
が

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
　
大
変
お
世
話
に
な

っ

　
　
　
　
　
誘
致
推
進
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
大
友
宗
麟

」

さ
れ
ま
す

。

義
鎮

（
宗
麟

）
の
新
し
い
見
方

」
と
題
し
て
話
を

　
こ
の
あ
と

、
鹿
毛
先
生
が
基
調
講
演
で

「
大
友

ま
し
た

。
鹿
毛
先
生
は

「
大
友
は
結
果
的
に
島
津

　
鹿
毛
敏
夫
先
生
が

『
大
友
義
鎮

』
を
出
版
さ
れ

◎
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
牧
　
達
夫
　
大
友
氏
顕
彰
会
理
事
長

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日

り
ま
す

。

方
が
少
し
ず
つ
変
わ

っ
て
来
た
よ
う
に
感
じ
て
お

ひ
ど
い
も
の
で
し
た

。
よ
う
や
く
宗
麟
へ
の
考
え

１
０
年
前
の
大
分
県
民
の
宗
麟
に
対
す
る
評
価
は

　
当
会
を
起
ち
上
げ
て
１
０
年
に
な
り
ま
す
が

、

盛
り
上
が

っ
て
い
ま
し
た

。

茂
・
誾
千
代
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に

」
と
大
変

待
さ
れ
参
加
し
て
来
ま
し
た

。
福
岡
は

「
立
花
宗

顕
彰
会
よ
り
３
人
と
豊
後
大
友
宗
麟
鉄
砲
隊
が
招

で
開
催
さ
れ
た

「
道
雪
公
ま
つ
り

」
に

、
大
友
氏

参
加
さ
れ
ま
し
た

。
そ
し
て
１
１
月
３
日
に
福
岡

立
花

た
ち
ば
な

道
雪

ど
う
せ
つ

・
宗
茂

む
ね
し
げ

・
誾
千
代

ぎ
ん
ち
よ

ら
１
０
人
ほ
ど
特
別

　
今
回
の
ま
つ
り
に

、
福
岡
か
ら

「
道
雪
会

」
の

思
い
ま
す

。

ほ
ど
の
方
々
が
来
場
さ
れ

、
素
晴
ら
し
か

っ
た
と

開
催
で
き
て
感
激
し
ま
し
た

。
二
日
間
で
五
千
人

宗
麟
公
ま
つ
り
で

、
初
め
て
念
願
の
大
友
館
跡
で

　
１
週
間
前
の
１
０
月
３
０
～

３
１
日

、
第
８
回

て
お
り
ま
す

。
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明

）
に

、

「
義
鎮
が
都
よ
り
楽
の
役
者
を
め
さ
れ

　
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た

『
大
友
記

』
（
著
者
不

『
大
友
義
鎮

』
と
し
た

。

と
な
り

、
発
展
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
の
で
書
名
を

で
家
督
を
嗣
ぎ

、
３
０
歳
で
九
州
六
カ
国
の
大
守

義
鎮
の
イ
メ
ー

ジ
は
１
０
歳
で
元
服
し

、
２
１
歳

と
崩
壊
の
イ
メ
ー

ジ
と
な

っ
て
し
ま
う

。
一
方

、

い
う
肩
書
が
付
き
晩
年
の
人
物
像
と
な
り

、
衰
退

の
イ
メ
ー

ジ
は

、
一
般
的
に
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と

　
二
つ
は

、
３
３
歳
で
出
家
し
て
名
乗

っ
た
宗
麟

い

（
宗
麟
名
は
1
4
年
６
カ
月
間

）
。

を
見
る
と
義
鎮
名
が
２
２
年
４
カ
月
間
で
最
も
長

鎮
が
出
し
た
書
状
が
千
数
百
残

っ
て
お
り

、
こ
れ

『
大
友
義
鎮

』
と
し
た
の
は
一
つ
は
年
表
で

、
義

　

「
義
鎮

」
「
宗
麟

」
ど
ち
ら
で
書
く
か
悩
ん
だ

。

が
で
き
た

。

よ
り
依
頼
が
あ
り

、
本
年
１
月
に
出
版
す
る
こ
と

　
本
は
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

（
京
都
に
あ
る
書
店

）

復
元
で
す
が

、
国
の
許
可
を
得
る
の
が
大
変
で
す

。

オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た

。
次
は
い
よ
い
よ
大
友
館
の

　
本
年
６
月
５
日
に
大
友
館
の

「
庭
園

」
が
復
元

ま
す

。

め
欠
席
し
て
い
ま
す
の
で
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

。
佐
藤
市
長
が
公
務
の
た

〇
坪
根
伸
也
　
大
分
市
教
育
委
員
会
審
議
監

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日

講
　
師
　
鹿
毛
敏
夫

（
名
古
屋
学
院
大
学
教
授

）

テ
ー

マ
　
大
友
義
鎮

（
宗
麟

）
の
新
し
い
見
方

シ
ワ
を
見
て
想
像
し
て
く
だ
さ
い

。

（
笑
い

）

ど
れ
だ
け
大
変
か
は
日
々
深
く
な
る
私
の
眉
間
の

◎
基
調
講
演
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【
講
演
さ
れ
る
鹿
毛
敏
夫
先
生

】

へ
に
好
色
に
傾
き
け
り

、
美
女
の
費
は
万
民
の
苦

酒
宴
乱
舞

、
詩
歌

、
管
弦
に
て
日
を
送
り

、
ひ
と

【 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 風 景 】

　
牧
　
達
夫

（
大
友
氏
顕
彰
会
理
事
長

）

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

　
佐
藤
弘
俊

（
大
友
氏
顕
彰
会
副
理
事
長

）

　
若
杉
孝
宏

（
大
友
氏
顕
彰
会
副
理
事
長

）

『
鏤
氷
集

る
ひ
ょ
う
し
ゅ
う

』
（
京
都
相
国
寺

し
ょ
う
こ
く
じ

の
仁に
ん

如じ
ょ

集し
ゅ
う
ぎ
ょ
う

堯
・
著
作

）

の
人
々
が
義
鎮
を
ど
う
評
価
し
て
い
た
の
か
？

」

　
鹿
毛
敏
夫
先
生
は
そ
の
視
点
と
し
て

「
同
時
代

要
で
あ
る

。

　
鹿
毛
敏
夫

（
名
古
屋
学
院
大
学
教
授

）

パ
ネ
リ
ス
ト

テ
ー

マ
　

「
私
が
推
す
大
友
氏
ゆ
か
り
の
地

」

る
大
友
義
鎮
の
政
治
姿
勢
に
惹
か
れ
て
の
こ
と

」

く
の
は

、
領
民
を
愛
し
仁
政
を
施
す
と
評
判
の
あ

　
そ
の
訳
は

「
友
人
の
吉
田
牧
庵
ら
が
豊
後
に
赴

仁
を
施
し
て
政
を
発
す
る

、
と

」

伝
え
聞
く
に

、
国
君

、
道
を
も

っ
て
人
を
愛
し

、

に
基
づ
く
大
友
義
鎮
の
人
物
評
価
の
再
構
築
が
必

並
み
跡
・
出
土
し
た
遺
物
な
ど
の
調
査
資
料

）
等

発
掘
が
進
ん
で
い
る
大
友
館
跡
・
万
寿
寺
跡
・
町

理
由
と
し
て

「
わ
が
友
・
牧
庵
公

、
豊
後
に
赴
く

、

藤
徳
乗

　
と
く
じ
ょ
う

ら
名
人
が
そ
ろ

っ
て
豊
後
を
訪
問

。
そ
の

師
・
吉
田
牧
庵

も
く
あ
ん

、
絵
師
・
狩
野
永
徳

え
い
と
く

、
金
工
・
後

「
１
５
７
１
年

、
大
徳
寺

だ
い
と
く
じ

禅
僧
・
怡
雲
宗
悦

い
う
ん
　
そ
う
え
つ

、
薬

◎
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

　

《
以
下
は
省
略

》

に
は

、
一
次
史
料

（
当
時
の
書
状

、
義
鎮
の
書
状

、

　
義
鎮

（
宗
麟

）
の
正
し
い
人
物
像
を
醸
成
す
る

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
も
あ

っ
た

。

統
治
政
策
の
た
め
に

、
前
領
主
の
宗
麟
を
落
と
し

れ
小
藩
分
立
と
な

っ
た
た
め

、
各
領
主
は
領
民
の

　
ま
た
戦
国
時
代
の
末
期
に

、
大
友
氏
は
改
易
さ

生
産
・
増
幅
さ
れ
て
い
く

）

お
け
る
虚
像
で

、
現
代
の
商
業
主
義
に
よ

っ
て
再

し
み
と
な
る

」
（
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
禁
令
下
に

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日
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も
故
郷
と
云
え
る

。

根
局
の
生
ま
れ
故
郷
で
も
あ
り

、
能
直
に
と

っ
て

そ
の
後

、
能
直
が
所
領
と
し
た

。
能
直
の
母
・
利

能
直
の
祖
父
・
波
多
野

は
　
た
　
の

（
大
友

）
経
家

つ
ね
い
え

が
領
有

。

　
こ
こ
利
根
庄

（
利
根
郡

）
は

、
大
友
氏
初
代
・

〇
上
野
国
利
根
庄

（
群
馬
県
利
根
郡

）

　

《
も
う
一
つ
の
大
友
氏
の
故
郷

》

②
群
馬
利
根
庄
川
場
村

　
　

【
長
善
寺

（
神
奈
川
県
小
田
原
市

）
】

⑫
柳
川

⑪
大
宰
府
・
岩
屋
城

⑩
日
向
高
城
川
合
戦

⑨
高
良
山
と
立
花
城

⑧
臼
杵
・
樹
林
寺

⑦
臼
杵

⑥
上
原
館

⑤
府
内
館
と
府
内
の
町

④
京
都

③
博
多

、
元
寇
の
役

②
群
馬
利
根
庄
川
場
村

①
小
田
原

に
本
拠
を
置
く
御
家
人
武
士
だ

っ
た

。

　
大
友
氏
初
代
・
能
直
は

、
鎌
倉
に
近
い
小
田
原

能
直

よ
し
な
お

が
建
立

。

の
長
善
寺

ち
ょ
う
ぜ
ん
じ

は

、
建
仁
２
年

（
１
２
０
２

）
に
大
友

　
神
奈
川
県
小
田
原
市

（
旧
相
模
国

「
大
友
郷

」

①
小
田
原

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日

　
　
　
思
い
出
深
い
大
友
氏
ゆ
か
り
の
地

」

「
出
演
者

（
４
人

）
が
選
ん
だ

《
大
友
氏
ゆ
か
り
の
地
に
つ
い
て

》

　
大
友
氏
４
０
０
年
の
足
跡
を
た
ど
る

　
　
　
東
北
か
ら
九
州
ま
で
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に
創
建
し
た
と
さ
れ
る

。

　
　

【
櫛
田
神
社

（
福
岡
市
博
多
区

）
】

家
督
相
続
の
２
年
後

（
２
３
歳

）
の
１
５
５
２
年

　
大
徳
寺

だ
い
と
く
じ

塔
頭

た
っ
ち
ゅ
うの

「
瑞
峯
院

ず
い
ほ
う
い
ん

」
は

、
大
友
義
鎮
が

〇
瑞
峯
院

④
京
都

励
に
も
深
く
関
わ

っ
た

。

跡
・
柑
子
岳
城
跡
・
岩
屋
城
跡
・
息
浜
跡
な
ど

　
元
寇
防
塁
跡
・
多
々
良
浜
古
戦
場
跡
・
立
花
城

③
博
多
と
大
友
氏

大
友
氏
で
あ

っ
た

。
ま
た

、

「
博
多
山
笠

」
の
奨

時
に
類
災
し
た
が

、
再
建
の
中
心
に
な

っ
た
の
が

　
櫛
田

く
し
だ

神
社

じ
ん
じ
ゃ

は
南
北
朝
期
初じ

め

、
鎮
西
探
題
滅
亡

〇
櫛
田
神
社

（
福
岡
市
博
多
区

）

　
　
　
　
　

【
元
寇
防
塁
跡

】

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日
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〇
丹
生
島
城

に
う
じ
ま
じ
ょ
う

　
一
般
的
な
小
原
鑑
元

あ
き
も
と

の
謀
叛
に
身

⑦
臼
杵

の
家
督
相
続
時
に
大
友
館
を
全
面
改
修
し
た

。

　
１
５
７
３
年

（
４
４
歳

）
、
宗
麟
の
嫡
男
義
統

よ
し
む
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
大
な
館

）

〇

「
大
友
館

」
の
威
信

（
２
０
０
ｍ
四
方
の

【 高 国 府 と 勝 津 留 の 大 ま か な 範 囲 】

　
　
　
　

【
上
原
館
跡
の
石
碑

】

館
を
破
却
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

。

義
鑑

よ
し
あ
き

が
殺
害
さ
れ

、
家
督
を
嗣
い
だ
義
鎮
が
上
原

が
描
か
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か

。
上
原
館
で
父

　
府
内
古
図
に

「
大
友
館

」
が
あ

っ
て

「
上
原
館

」

〇

「
二
階
崩
れ
の
変

」
は
ど
こ
で
起
き
た
か

⑥
上
原
館

は
１
２
５
４
年

、
強
引
に
譲
り
受
け
た

。

呼
ば
れ

、
志
賀
能
郷

よ
し
さ
と

の
所
領
で
あ

っ
た
が

、
頼
泰

　
府
内
は
当
時

、

「
勝
津
留

か
っ
つ
る

と
も
高た
か
ご
う国

府

」
と
も

し
居
館
は
不
明

。

【 丹 生 島 城 （ 臼 杵 城 ） 】

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ４ 年 （ ２ ０ ２ ２ 年 ） １ 月 １ 日

た
め
１
２
７
２
年

、
豊
後
に
下
向
し
土
着

。
し
か

　
大
友
氏
３
代
・
頼
泰
は
蒙
古
襲
来
に
対
処
す
る

〇
頼
泰

よ
り
や
す

、
豊
後
に
下
向

、
本
拠
地
は
ど
こ
か

⑤
府
内
館
と
府
内
の
町

げ
る

。

（
重
要
文
化
財

）
後
奈
良
天
皇
宸
筆
の
寺
額
を
掲

　
瑞
峯
院
本
堂
は
室
町
時
代
の
方
丈
建
築
の
遺
構
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防
に
送
り
込
み
毛
利
元
就

も
と
な
り

の
虚
を
突
く

。

輝
弘

て
る
ひ
ろ

を
大
内
家
再
興
の
旗
印
で

、
ガ
ラ
空
き
の
周

戦
を
繰
り
返
す
中

、
宗
麟
は
預
か

っ
て
い
た
大
内

　
大
友
・
毛
利
勢
が
博
多
を
守
る
立
花
城
で
攻
防

置
い
た

。

　
同
年
２
月
１
６
日

、
宗
麟
は
高
良
山
に
本
陣
を

前
線
基
地
を
置
い
た

。

　
　
　

【
宗
麟
が
本
陣
と
し
た
高
良
山

】

　
驚
い
た
元
就
は
九
州
進
出
の
全
軍
を
呼
び
返
し

　
　

【
樹
林
寺
：
寄
贈
さ
れ
た
大
蘇
鉄

】

宗
麟
は
臼
杵
を
発
ち

、
日
田
の
高
井
岳
城
に
入
り

な
り

、
１
５
６
９
年
１
月
１
１
日

（
４
０
歳

）
に

争
奪
戦
を
繰
り
返
す
が

、
こ
の
攻
防
戦
が
熾
烈
と

　
大
友
軍
と
毛
利
軍
が
長
年
に
わ
た
り
立
花
城
の

⑨
高
良
山
と
立
花
城

妙
顕
寺

み
ょ
う
け
ん
じ

の
松
川
日
導
住
職
が
兼
務
し
て
い
る

。
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「
大
縁
山
樹
林
寺

」
と
し
て
再
興
し
た

。
住
職
は

年
１
１
月
１
８
日
に
多
く
の
方
々
の
ご
縁
に
よ
り

年
～

８
０
年

）
に
廃
寺
と
な

っ
た
が

、
２
０
１
８

　
樹
林
寺
は
江
戸
時
代
の
延
宝
年
間

（
１
６
７
３

と
号
し
た

。

ま
た
義
鎮
は
宗
悦
禅
師
に
よ
り
出
家
し

『
宗
麟

』

徳
寺
の

「
怡
雲
宗
悦

い
う
ん
　
そ
う
え
つ

」
禅
師
を
招
い
て
開
山
し
た

。

湾
岸
・
諏
訪
の
地
に
樹
林
寺

じ
ゅ
り
ん
じ

を
創
建
し

、
京
都
大

　
義
鎮
は
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め

、
丹
生
島
城
の
北

名
と
な
り
大
友
氏
の
最
盛
期
と
な

っ
た

。

の
守
護
と
九
州
探
題
職
に
任
ぜ
ら
れ
九
州
一
の
大

・
豊
前
・
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後

」
六
カ
国

　
大
友
義
鎮
は
１
５
５
９
年

、
３
０
歳
で

「
豊
後

⑧
臼
杵
・
樹
林
寺

洋
都
市
だ

っ
た

。

来
船
を
豊
予
海
峡
の
手
前
で
完
全
掌
握
で
き
る
海

会
に
お
い
て

、
臼
杵
は
そ
れ
ら
を
積
み
込
ん
だ
外

初
め
て
交
易
や
技
術
伝
達
が
成
り
立
つ
前
近
代
社

　
人
・
物
・
事
が
物
理
的
に
移
動
す
る
こ
と
で

、

５
５
１
年
か
５
２
年
に
城
を
築
い
た
と
判
明

。

な
い

。
新
出

『
上
野
家
文
書

』
よ
り

、
義
鎮
が
１

の
危
険
を
感
じ
て
引
き
籠
も

っ
た
避
難
の
地
で
は
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で
高
橋
紹
運

じ
ょ
う
う
んが

守
る
岩
屋
城
を
攻
撃
す
る

。
こ
の

　
同
年
７
月
１
４
日

、
島
津
軍
は
僅
か
７
６
３
人

・
立
花
城

）
の
攻
略
へ
と
進
軍
す
る

。

軍
を
率
い
て
筑
前
大
友
３
城

（
岩
屋
城
・
宝
満
城

　
１
５
８
６
年
６
月

（
５
７
歳

）
、
島
津
軍
は
大

⑪
大
宰
府
・
岩
屋
城

　

【
岩
屋
城
石
碑

（
福
岡
県
太
宰
府
市

）
】

攻
撃
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る

。

く
戦
い

、
嫡
男
・
立
花
宗
茂

む
ね
し
げ

が
守
る
立
花
城
へ
の

と
き
の
紹
運
の
戦
略
は

、
籠
城
し
て
１
日
で
も
長

設
を
図
ろ
う
と
す
る

。

ま
り
教
会
を
建
て

、
理
想
の
キ
リ
ス
ト
教
国
の
建

留
ま
り

、
宗
麟
は
務
志
賀

む
　
し
　
が

（
延
岡
市
無
鹿

）
に
留

　

【
大
友
・
島
津
両
軍
戦
死
者
の
供
養
塔

】

　

【
宗
麟
原
供
養
塔

（
宮
崎
県
川
南
町

）
】

げ
帰

っ
た

。

津
軍
に
大
敗
し
て
全
軍
豊
後
に
退
却

、
宗
麟
も
逃

　
し
か
し

、
大
友
軍
は
日
向
・
高
城
川
合
戦
で
島
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大
友
義
統

よ
し
む
ね
お
しは

他
国
か
ら
の
侵
略
に
備
え
て
豊
後
に

を
率
い
さ
せ
て
日
向
に
進
軍
さ
せ
た

。
総
大
将
の

遠
征
に
賛
同
し
た
田
原
紹
忍

　
じ
ょ
う
に
ん

を
大
将
と
し
て
大
軍

の
反
対
を
押
し
切

っ
て
日
向
遠
征
を
発
動

。
日
向

　
じ
ょ
う
に
ん

　
宗
麟
は
１
５
７
８
年

（
４
９
歳

）
、
家
臣
た
ち

⑩
日
向
・
高
城
川
合
戦

を
嗣
が
せ
た

。
鑑
連
は
立
花
道
雪

ど
う
せ
つ

と
改
名
す
る

。

　
宗
麟
は
戸
次
鑑
連

べ
っ
き
　
あ
き
つ
ら

を
立
花
城
主
と
し

、
立
花
氏

一
代
の
戦
略
と
云
え
る

。

入
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た

。
ま
さ
に
宗
麟

、
一
世

前
を
制
圧
し
た

。
そ
の
後

、
毛
利
軍
が
九
州
に
侵

る
が

、
大
友
軍
は
立
花
城
を
奪
還
し

、
筑
前
・
豊

て
応
戦

。
大
内
輝
弘
は
周
防

す
お
う

・
茶
臼
山

ち
ゃ
う
す
や
ま

で
討
死
す
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紹
運

じ
ょ
う
う
んが

実
父

。
そ
し
て

、
大
友
随
一
と
云
わ
れ
た

を
は
じ
め
歴
代
藩
主
の
墓
が
あ
る

。

　
福
厳
寺
は
立
花
家
の
菩
提
寺
で

、
初
代
・
宗
茂

の
杉
森
女
子
高
校
の
手
前
に
福
厳
寺

ふ
く
ご
ん
じ

が
あ
る

。

　
柳
川
城
跡
か
ら
徒
歩
で
１
０
分
程
度

、
奥
州
町

〇
福
厳
寺
　

（
福
岡
県
柳
川
市
奥
州
町

）

を
妻
と
し
た

。

立
花
道
雪

ど
う
せ
つ

（
戸
次
鑑
連

べ
っ
き
　
あ
き
つ
ら

）
の
養
子
と
な
り
誾
千
代

ぎ
ん
ち
よ

の
島
津
軍
と
の
戦
い
で
壮
烈
な
死
を
遂
げ
た
高
橋

　
宗
茂
は
大
友
一
族
吉
弘
氏
の
出
で

、
岩
屋
城
で

な

っ
て
柳
川
城
に
入

っ
た

。

　
　

【
柳
川
城

（
柳
川
市
教
育
委
員
会

）
】
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時
の
功
に
よ
り

、
筑
後
４
郡
１
３
万
石
の
大
名
と

　
１
５
８
６
年

、
立
花
宗
茂

む
ね
し
げ

が
秀
吉
の
九
州
平
定

〇
柳
川
城
　

（
福
岡
県
柳
川
市
本
城
町

）

⑫
柳
川

島
津
軍
は
立
花
城
か
ら
退
却
す
る

。

ら
の
援
軍
が
九
州
へ
進
出
の
知
ら
せ
も
入

っ
て

、

が

、
立
花
宗
茂
の
猛
反
撃
に
遭
い

、
ま
た
秀
吉
か

や
し
た
島
津
軍
は

、
さ
ら
に
立
花
城
を
攻
撃
し
た

　
岩
屋
城
で
の
戦
い
で
思
わ
ぬ
死
者
と
日
時
を
費

討
死
を
知

っ
て
開
城
し
島
津
軍
の
手
に
渡

っ
た

。

　
紹
運
の
二
男
・
統
増

む
ね
ま
す

が
守
る
宝
満
城

　
ほ
う
ま
ん
じ
ょ
う

は

、
父
の

島
津
家
久
は
紹
運
主
従
の
冥
福
を
祈

っ
た
と
い
う

。

も
に
自
刃
し
た
と
い
う

。
見
事
な
戦
い
ぶ
り
に

、

た
紹
運
主
従
数
十
名
は

、
7
月
２
７
日
の
夕
刻
と

橋
勢
も
死
傷
者
が
続
出
し

、
岩
屋
城
本
丸
に
残

っ

３
千
人
に
も
及
ん
だ
が

、
連
日
連
夜
の
応
戦
で
高

　
半
月
に
も
及
ん
だ
戦
い
で

、
島
津
軍
の
死
者
が

と
し
て
応
戦

。

津
軍
に
銃
弾
の
雨
を
浴
び
せ

、
大
木
や
岩
石
を
落

て
戦
う
紹
運
主
従
の
結
束
は
固
く

、
攻
め
上
る
島

時
間
で
落
城
す
る
と
思
わ
れ
た
が

、
死
を
覚
悟
し

　
島
津
家
久

い
え
ひ
さ

は
岩
屋
城
に
総
攻
撃
を
か
け
た

。
短


